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研究成果の概要（和文）：本研究は、新教育運動期において、児童・生徒の「本性」に基づいて彼らの自己活動の余地
を保持するために、学校における「アジール」的な時空間（教師の明確な計画性を逃れる曖昧な時空間）の重要性が認
識され始めたことに注目し、新教育的な学校における「アジール」との関わりにおける教師の技法を、新教育運動の影
響が最も鮮明にみられたイギリス、ドイツ、アメリカ合衆国を考察対象として比較史的に究明することを心試みた。日
本との比較考察という視点も導入し、今後の継続的な研究の展望を示した。本研究の成果は、報告書『新教育運動期に
おける学校の「アジール」をめぐる教師の技法に関する比較史的研究』にまとめて公にした。

研究成果の概要（英文）：In the period of "New Education Movement", progressive teachers began to recognize
 the importance of liberating school children from teachers' control and giving them space and time for fr
ee activities based on children's "nature". We, historically and comparatively, analyzed the meanings of s
uch space and time, which can be called "asylum"( "Asyl" in Germany), focusing on the skills of teachers f
or making and using "asylums" in schools in England, Germany and the U.S.A. where "New Education Movement"
 flourished. In addition, we compared the situation of the Western world with the Japanese one, and showed
 the prospect for advancing this study. The research report, Historical, Comparative Study on Skills of Te
achers with "Asylums" in the Schools during the Period of "New Education Movement", was published in March
 2014.

研究分野：

科研費の分科・細目：

教育学

キーワード： アジール　新教育　学校空間　比較史　教育史

教育学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

 

(1) 基本的な問題関心 

学校における「アジール」的な時空間（機
能的に曖昧な時空間）は、今日においても、
オープンスクール構想等に典型的にみられ
るように、学校教育の硬直化を回避するため
に、重視されることが多い。その一方で、人
間形成への意図的な介入を行う施設として
の学校にあえて機能的に曖昧な「アジール」
的な要素を導入することの困難性もまたし
ばしば指摘されるところである。計画化され
た人間形成のコントロールの域を逃れるよ
うな開かれた部分を保持するためには、学校
内に取り入れられた機能的に曖昧な要素を
めぐる教師の高度な技法（ここでいう技法と
は、意識的に練り上げられた技術のみなら
ず、習慣のなかで培われた便法をも含む）が
不可欠である。本共同研究は、そのような問
題関心から出発した。 

 

(2) 共同研究の蓄積 

本研究グループは、平成 20-22年度科研に
おいて、新教育運動期における学校空間に関
する共同研究を行った（基盤研究(C)「新教育
運動期における学校空間の構成と子どもの
学習活動の変化に関する比較史的研究」、研
究代表者は渡邊隆信）。その結果、新教育期
において機能的に曖昧な空間が有する教育
的意義が認識され、そのような空間が学校に
構造的に配置され始めたことが明らかにな
った。同研究を始めとする本研究グループの
研究蓄積に基づきつつ、研究代表者が以前よ
りドイツ田園教育舎を事例として注目して
いた「アジール」的な時空間がさまざまなか
たちで当時の新教育的な学校で流布しつつ
あったことが指摘される。 

 

２．研究の目的 

 

19・20 世紀転換期を中心に展開されたと
される新教育運動では、児童・生徒における
「本来」の性質に基づいて彼らの「自己活動」
の余地を保持するために、学校における「ア
ジール」的な時空間（機能的に曖昧な時空間）
の重要性が認識され始めた。本共同研究は、
そのような仮説のもとに、新教育的な学校に
おける「アジール」を、イギリス、ドイツ、
アメリカ合衆国を考察対象として比較史的
に究明することを目的とした。同時に、そこ
に生きる教師と児童・生徒の間で繰り広げら
れる関係性のなかで教師による独自の技法
が生み出されていったのではないかという
想定に基づき、そのような技法を歴史の中か
ら抽出することが可能であるかどうかを確
認しようとした。 

 

３．研究の方法 

 

(1) 「アジール」概念の教育学的検討 

 「アジール」というテーマは、新教育運動
研究のみならず、広く教育学的な研究の領域
において十分に検討されてきたとは言い難
い。したがって、本研究においては、「アジ
ール」概念そのものを教育に関する考察に導
入するための理論的な検討を関連文献の読
解をもとにして行った。 

 

(2) 具体的な歴史的事象の考察 

具体的な歴史分析的な考察においては、新
教育運動の影響が最も鮮明にみられたイギ
リス、ドイツ、アメリカ合衆国を考察対象と
した。学校教育の領域において「アジール」
性が重視されるようになる各国の動向を概
観すると同時に、そのような傾向を自らの特
徴とする典型的な学校の状況を資史料に基
づいて分析した。 

 
(3) 前提としての＜田園/都市＞図式 
 本研究グループのこれまでの成果に基づ
いて、新教育運動期における「アジール」的
時空間を有する学校には、大きく分類して＜
田園＞型の学校（＝キャンパス内外に自然環
境的要素を配置するタイプ）と＜都市型＞の
学校（＝大規模校舎であることを前提として、
当時の新しい建築技術に支えられて開かれ
たスペースが設えられているタイプ）の 2種
類があるとみなすことから出発した。そこか
ら導き出された最初の仮説は次のようなも
のであった。 

① 19世紀のとりわけ後半を通じて、欧米
では近代における都市化の進行によって
人工的な空間構築物（＝アーキテクチャ）
に人びとの環境が覆われる度合いが大き
くなっていった。こうしたアーキテクチャ
は文化の一部としてそこに住まう人びと
を保護する一方で、人とモノの過剰な集中
や環境・交通・衛生の問題などを生起させ
ることによって生活を脅かす原因として
診断されることもあった（世紀転換期にお
ける文化批判）。 

② そのような世紀転換期の文化批判を
下敷きとして、教育の領域では子どもを庇
護する「アジール」の減少が嘆かれるケー
スもあった（ドイツ田園教育舎の創設者で
あるヘルマン・リーツにその典型的な事例
をみることができる）。そのような危機診
断がなされる場合に、往々にして田園地帯
に子どものための「アジール」を創出する
という構想が立ち上げられた。 
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③ その一方で、子どもたちに対する都市
空間の否定的な作用だけを強調するので
はなく、むしろ都市の構成力である人工的
な空間構成によって子どもたちの「アジー
ル」を新たに設えていくこともまた試みら
れるようになった。 

④ 「田園」型にしろ「都市」型にしろ、
そのような構想は、結果的に 20 世紀にお



 

 

いて子どもたちを対象としたアーキテク
チャを拡張していく駆動力となっていっ
たのではないか。 

 

 むろんこうした想定はまだ単調にすぎる
ものだ。たとえば、世紀転換期に世界が都市
空間によって覆い尽くされたわけではない。
そのかぎりにおいて、それぞれの地域や時代
により細やかな視線を投げかけて考察する
必要がある。この図式はそうした個々の考察
に取り組むためのさしあたりの土台である。 

 

４．研究成果 
 

(1) 研究活動 

 研究代表者（山名淳）および研究分担者（宮
本健市郎、山﨑洋子、渡邊隆信）の他、複数
回にわたって開催された本共同研究会の参
加者数名（舟木徹男、小林正泰、稲井智義、
小原武次郎、花輪由樹）によって共同研究の
成果がまとめられた。とりわけ重要であった
のは、2013 年 12 月 23 日に京都大学芝蘭会
館研修室（京都市）において開かれた公開研
究会である。そこでは、「アジール」と教育
に関する考察に関心を寄せる教育研究者や
教育者と真摯な議論および活発な意見交流
が実現した。その成果は、最終的に『新教育
運動期における学校の「アジール」をめぐる
教師の技法に関する比較史的研究』（平成
23-25 年度科学研究費補助金（基盤研究 C）
研究成果報告書）として公にされた。この報
告書が本共同研究の成果を集約していると
いえる。 

 

(2) 各考察の概要 

第 1 章（山名淳）では、「アジール」を鍵
概念としつつ、19・20 世紀転換期における
時代の危機診断とともに生起した＜学校＝
共同体＞を事例として、近代における共同体
の可能性と課題についてシステム理論を前
提として検討することを試みた。ここで具体
的に注目したのは、「新教育」における＜学
校＝共同体＞、とりわけ「学校のゲマイシャ
フト化」を標榜した田園教育舎系の学校であ
る。教育学的な考察に「アジール」概念を導
入する際に重要であると思われる知識と手
法にも言及しつつ、新教育的学校の「アジー
ル」を具体的に検討したうえで、学校におけ
る「アジール」が両義的な性質を帯びること
を強調した。 

第 2章（宮本健市郎）では、アメリカ合衆
国において進歩主義教育の影響を受けた校
舎と教室の変化に着目した。ティーチャー
ズ・カレッジで学校建築の研究を進めていた
エンゲルハートの教育思想を取り上げ、子ど
ものアジールが校舎のどこに想定されてい
たかを検討した。エンゲルハートは、1920

年代に全国の校舎の状況を精力的に調査し
て、校舎採点簿を作成した。それは、能率的
で「完全な校舎」の基準を前提としており、

曖昧な空間（アジール）を排除して、標準的
な校舎（工場モデル校舎）を普及させるため
の手段であった。校舎は教育実践とは関連を
もっていなかったのである。しかし、1950

年代に彼が作成した校舎採点簿は、子どもの
活動や発達に視点を定め、子どもの多様な活
動や、子どもの身体的・心理的な安定を重視
するようになっていた。エンゲルハートの視
点の転換は、モダニズム建築の影響によって
もたらされたものであり、学校には「魂の避
難所」（アジール）としての機能が期待され
ていた。20 世紀の半ばから普及しはじめた
「家庭モデル校舎」は、子どもにアジールを
保障するための技術であり、進歩主義教育の
遺産ということができる。 

第 3章（山﨑洋子）では、世界の新教育運
動の嚆矢となったイギリスの新教育運動を
取り上げ、それを主導した新学校（New 

School）という歴史事象に、避難所・保護施
設を意味する「アジール（asylum）」 の観点
を付与して解釈することを試みた。新学校
は、国家からの強制的な教育から逃れるアジ
ールとして機能したが、その典型は、社会改
革をめざして「冒険」と「理想」に挑んだダ
ーティントン・ホール（Dartington Hall, 

1925－1987）とダーティントン・ホール・ス
クール（1926－1987）、そして第二代校長カ
リー（W. B. Curry, 1900－1962）の教育思想
に見出すことができる。そこで、まず、ダー
ティントン・ホールを拠点に社会改革に踏み
出したエルムハースト夫妻と彼らの人的ネ
ットワーク、そしてその組織と学校誕生の経
緯を描出した。次に、カリーの社会思想と教
育思想さらに平和思想とその具体的実践を
解明した。カリーによれば、教育の目的は「文
明化された共同体」の創出にあり、学校の役
割は、戦争を肯定する社会秩序を変える技
法、すなわち「論争的主題」を取り上げた「説
得」の修練にあった。カリーは、教育の自由
を探究すべく、アジールとしてのダーティン
トン・ホール・スクールで平和思想を訴え続
けたが、このアジールは経済的危機に見舞わ
れ終焉することになる。とはいえ、国家への
アンチテーゼの精神は、新たな芽を生み、再
生へと歩み出している。 

第 4章（渡邊隆信）では、新教育系の学校
における「アジール」の二重構造、すなわち、
教師の明確な計画性を逃れる曖昧な時空間
という意味での、教師－生徒関係における実
践レベルのアジールと、公立学校制度の明確
な計画性を逃れる曖昧な時空間という意味
での、国家－学校関係における制度レベルの
アジールとの、二重構造に着目した。そして、
教育史上、国家による教育統制がもっとも徹
底しておこなわれた時代の一つであるドイ
ツのナチス期を取り上げ、その時代に新学校
が 、 ナ チ ス 教 育 の 「 同 質 化 」
（Gleichschaltung）によって制度レベルの
アジールであることが否定されていく状況
にどのように対応したのか検討した。具体的



 

 

には、ドイツの主な田園教育舎系自由学校の
ナチス政権への対応を概観した上で、オーデ
ンヴァルト校を事例にして、ナチス政権成立
前の実践レベルのアジールの状況と、成立後
のナチスによるオーデンヴァルト校への干
渉と、それに対する校長ゲヘープの対応、そ
してオーデンヴァルト校の質変について考
察した。 

第 5章（小林正泰）では、新教育とアジー
ルの関係について日本を事例とした考察を
行った。考察の対象としたのは、関東大震災
後の東京に建設された「復興小学校」と呼ば
れる学校建築である。この復興小学校は、「総
てが教育的」な学校建築という基本コンセプ
トをもとに建設されたものであり、そこには
新教育的な学校観が見出せる。一方で、日本
における新教育運動の中心とされる私立新
学校からは厳しい批判がなされ、具現化した
建築の姿も対照的であった。類似する学校観
を持ちながら、なぜそれほど対照的になった
のか。そこで両者の学校建築観を「家庭」と
「自然」という 2つのキーワードを補助線と
しながら比較し、両者の異同を確認した。そ
こから浮かび上がったのは、外部社会から保
護するアジールおよび教育的まなざしから
のアジールという、学校空間におけるアジー
ルの二重性であり、その二重性がもたらす子
どもの保護と統制をめぐるジレンマであっ
た。 

第 6章（舟木徹男）は、学術的概念として
「アジール」を定義する試みである。第 1節
では現代ドイツ語の Asylと現代日本語の「ア
ジール」がどのような意味で使用されている
かを概観し、ドイツ語では宗教色の薄れた限
定的な意味で、日本語では現代社会の閉塞感
からの解放に関係した拡散的な意味で、それ
ぞれ使われている現状を確認した。第 2節で
はオルトヴィン・ヘンスラーのアジール法定
義とその諸特徴を検討したうえで、「アジー
ル」を「人間に迫る心身の危機からの庇護を
もたらす平和の場」と再定義し、個々のアジ
ールを分類するためのカテゴリーを整理し
た。第 3節においては、上記の定義に即して、
アジールの近代的な諸形態が具体的に挙げ
られた。最後に第 4節では、アジール論の基
盤となる平和論において、宗教論、無縁論、
自然法論、社会集団論などが、連携すべき隣
接学問領域となることを指摘した。 

第 7章（稲井智義）では、2013 年 12 月の
公開研究会での報告と議論に触発されなが
ら、新教育運動、およびそれと同時代に展開
された「子どもの救済」との接点について、
若干の考察を行った。その際、本稿の後半で
は、「子どもの救済」の歴史研究に示唆を与
えてきたドンズロの研究と、「アジール」研
究でも注目されているゴッフマンの『アサイ
ラム』も参照し、両者の再読可能性を検討し
た。その要旨は、二点に集約される。第一に、
新教育学校を分析する際に、「子どもの救済」
という視点や、子どもが抱える階層性や社会

背景に注目する意義を提案した。第二に、子
どもを救済してきた代表的施設である孤児
院が、近年、ドンズロらも注目するゴッフマ
ンの「アサイラム」に含まれていたことを受
けて、孤児院への教育の歴史研究の必要性を
提起した。したがって本稿によれば、新教育
運動と「子どもの救済」の接点はこの両面の
検討を経て、より確かな理解が可能になるで
あろう。 

最後に、「アジール研究に寄せて」と題し
て三つのコメント（舟木徹男、小原武次郎、
花輪由樹）を掲載した。 

 

(3) 今後の展望 

 研究代表者および研究分担者が積み重ね
てきた研究成果により、当初設定した目的は
ほぼ達成できたと考えている。 

本研究の学術的特色および独創性は、第一
に、これまでなおざりにされてきた新教育運
動期の教師論を検討することによって、従来
の新教育運動研究に新たな知見を付与する
ことにある。第二に、「アジール」を計画的
に保持された＜自由＞の余地とみなすかぎ
りにおいて、これまで主として教育哲学・思
想研究の領域で扱われてきた教育における
＜自由＞論を、世紀転換期という具体的な歴
史の層における教育実践事例を対象とした
考察へと移行させることができた。最終的
に、今日においても重要とみなされる「開か
れた学校」構想の原初形態が確認されると同
時に、そこでいかなる工夫、問題、解消法が
生じたのかを浮き彫りにするという課題と
本研究は接続することができると考えてい
る。 

 もとより 3 年間という限られた期間内に
すべての課題をこなすことができたとはい
えない。第一に、教育における「アジール」
に関する本共同研究では主として空間構成
に焦点が当てられた。「アジール」というど
こまでも意味が拡張しがちな概念を柱にす
るためには空間構成への焦点化は妥当な戦
略であったと思う半面、そこでの考察が時間
などの他の次元や人間関係および個人の内
面の次元の問題と同じキーワードでどのよ
うに繋がっていくかをさらに検討していく
必要がある。第二に、教師の技法ということ
に関しては十分に考察がなされたとは言い
難い。当時の教師たちの方針や具体的な活動
などを史料に基づいて体系化することはで
きるのだが、そのような体系の背後に隠され
た教育の「日常」を「アジール」との関係に
おいて再構成するということは困難を極め
た。新教育的な現代の学校を対象としてフィ
ールド研究を行うなど、この方向での調査に
対してはさらなる工夫が求められる。第三に、
教育学研究における「アジール」概念の使用
についてさらに検討がなされなければなら
ない。概念使用の検討はこの研究会でも十分
に時間をかけてなしてきた。それにもかかわ
らず、解消されていない問題もまだ残されて



 

 

いる。公開研究会などでよく尋ねられた問い
の一つは、「教育をする側に作用が『発見』
されて意図的に設えられた『アジール』は本
来の『アジール』とは呼ばないのではないか」、
というものであった。アジールは制度であり
文化としての側面を有している、と私たちは
考えている。この点についてより説得的に議
論を構築していく必要がある。こうしたさら
なる課題が浮き彫りになったこともまた、本
共同研究の成果であると思う。 

 本共同研究では＜田園／都市＞という図
式を念頭に置いて考察を試みた。本研究をと
おして実感されたことは、＜田園＞型の学校
も＜都市＞型の学校も、アーキテクチャ（＝
人工的な構造物）であることにはかわりなく、
その点においては両者を近代の仕組みとし
て総合的に考察する視点と方法を模索する
必要があるということである。本研究グルー
プはそのような新たな課題意識のもとに、次
の研究プロジェクトを構想中である。 
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